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要 旨

油だき温風暖房機ほ蒸気,電気およぴガスだき暖房機に比べて多くの特長をもっているので,日立製作所で

も早くからこの生産を続けているが,昭和40年度より従来の機種に加えて日立天井つり形温風暖房磯HR-80

(最大放熱量80,000kcal/h),HR-150(最大放熱量150,000kcal/b),HR-300(最大放熱量300,000kcal/h)を

開発した｡本棟は据付のための面積を全然必要とせず,広い部屋をきわめて効率よく暖房できるので,従来か

ら生産されているHP形(パッケージ形最大放熱量20,000kcal/h～500,000kcal′′h)(1)とともに好評を博してい

る｡本報でほHR形の構造および試験結果について述べた｡

表1 標 準 仕 様

1.緒 口

近代産業の飛躍的発展と相まって,工場などの環

境衛生が問題視されるようになった｡工場など広い

部屋を効率よく暖房するためには,一般にダクトを

付設した温風暖房検が使用されているが,暖房機の

ほかにダクト工事を必要とし,また暖房機を設置す

るために床面積,壁面などの一部を占有することと

なり,直接･間接的に暖房計画上および費用面で重

要な問寮となっている｡

これを解決するものとして,暖房機を天井つり形

とし,暖房機本体にダクトを有する方式が考えられ,

ここに新しい形式の経済的な全自動制御式温風暖房

榛･HR-80,HR-150,HR-300が実現されたわけ

である｡本棟は本文中に示すような仕様･構造のも

ので,つぎのような特長をもっている｡

(1)天井よりつり下げる構造で据付床面が不要

であり,床面積および壁面を有効に利用すること

ができる｡

(2)細長い熱交換器部分がダクトを兼ねている

ので,温風分配のためのダクトを設備する必要が

なく,ダクト設備スペース内に暖房機が納まる｡

またダクト工事量も不要となり,経費を節約する

ことができる｡

(3)温風フアンによる強力な温風の分配力と上

部高温空気の吸込循環とにより室内の上下の温度

差が極小となり,また天井部から外部への熱源え

いを少なくし,高い経済性を発揮する｡

(4)すぐれた機構により,燃焼が完全に行なわ

れ,熱効率も高く,燃料の消費が節約される｡
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過電流継電器,過熱防止用温度ヒューズ,制御機器用ヒューズ,
表示灯,パージ機構,油温インターロックスイッチ(A形のみ)
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ルームサーモスタット,制御機韓箱,オイルフ

150～240
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② 概略暖房面横は,鉄骨スレートぷき建物で,室温上昇15℃

ほ個々の建物の条件に基づき,暖房負荷計算を行なう｡

(5)操作盤の押しボタンスイッチを押すだけで

運転操作ができる全自動制御機器を備えている｡また寒気中での

始動も燃焼が安定していて,燃焼監制装置の故障の原因となるこ

とがなく,各種の安全装置機能とともに安全運転が確保されて

いる｡

2.仕様および構造

2.1仕 様

表1におもな標準仕様を示す｡ここに示すように燃料に白灯油を

使用するもの,A重油を使用するものの2形式が製作されている

日立製作所栃木工場柳井分工場

の場合の参考値である｡厳密に

(拉R-300ほA重油用のみである)｡

2.2 構 造

図1,2,3に外観･寸法およびその構造を示している｡広い部屋

すなわち工場,倉風体育館などへの用途を考慮した温風暖房機で,

天井つり形として細長い熱交換部はダクトを兼ね,フアン吐出部の

温風動圧を温風の吹き降ろしに有効に利用できる構造である｡また

天井へのつり下げは図2に示すA･B･C･D･Eの各点につり金具を

用意し重量を分散するように取り付けることができる｡また制御機

器箱および温度調節器は設置にさいして,暖房機本体から独立して

使用に便利な位置に取り付けるよう考慮され,これら三部分を電気

-24-



日 立 天 井 つ リ 形 温 風 暖 房機 HR 形 と そ の 特 性

∃三[ガスフアン

123

＼
_/二てJ}さ丁如ごンプ

温曳フ7ン那ンノヘペニ二二二こ〒=W▼
＼
←′一-}1′ジ′′--

ユ､

七
▲ ′恥†･絹 __､ ょしLJ

′----■-------一一------ヽ

t …､榊七離＼バ叫'､l

竿ざ､山;｢声量菖甘`-■一二三よ.…㌻､i
】

シ__▼)

1
1

町

至匠:静

同1 ■J三井つり形温風暖房構HR-150

一

■.トト,-

1
･
r
け
■
-
1

･-し

一

▼

軋､オT

1二t)

r

Tl
さ-+
r!
ユ1日

∴‾

∴‾‾-r 7

F監‾‾巧
I l

し㌻ニーーーーーー｢二_-
r

]ミ要一､JI法去

キ;三式

HR-80

HR-150

HR-300

†i･ト

l

l

-さ-‾‾:‾

l

J

∫]
l

lノ

l

+

-‾1

l

■
l

l

ll出

1∴州l′l

こコニ

田

[

し中位 n1111)

ト･!ニ.=川

三…………≡買≡;≡喜…毒喜…喜
支持点位置と負荷重量

七

....J一

ト
･
㌔
T
.
プ

/

一/

/
ノ
ノ

亡

‖

30

･
｢
T
㌧
′

/
/

シー

/
.

▼lリ

∵
一

＼

引
1
叫
.

｢ノ｢し

P叫

ィ+

+

シ
心リ

ー

ナ′J
‖
r

々ソ.山rカ

ハリ

O

5

QU

5

0

3
･
d
-

+-

0

5

1

3

6

5

2

2

2

5

0

nU

1

2

0

4

4

5

ハリ

ハU

ハU

7-

〔･/

7`

3

3

3

(U

O

nU

5

5

こJ

3

3

3

ハU

O

1

6

3

5

6

7

八HU

5

0

5

∧U

2

5

4

5

6

nU

爪U

(U

O

5

■
h
J

n
′
-
､
ソ
】

【ソ】

【
｢
U

5

0

1

n
r
U

3

4

6

6

安i寺 点 位

㊦ l ⑳ l㊦11ュaX
守j 弐

≡≡≡;……!…≡………㌔訂………芸…

臣 寸 法

◎min

叫m

⑦

言:…喜3!……冒
4,600: 460

ハU

ハU

O

㌻"354545

ヰ:lソlタ

……≡貞

詔3 HR-80,150構造図

中央部,伝熱管部各2個所,計6個所しHR-300はフ

アンに各2個所計10個所)に配置してある｡塗色に

ついてほ温風フアンに扶育色,そのほかの部分にほ

銀白色のツートンカラーを採用した｡

中央部分のノミーナより燃焼室内に噴霧された燃料

二ま,空気と混合燃焼して高温ガスとなり,両巽の伝熱

管こはいり,温風フアンの手前からまた中央部へと

U字状に流カt,中央部の排ガスフアンにより煙突へ

と排出される｡この間に燃焼室周囲,伝熱管外を通し

て温風フアンに吸入される空気と熱交換する｡暖ま

った空気ほ暖房に適する温度となり,フアン吐出ロ

より高い吹出し風速をもって室内に吹き出される｡

2.2.2 オイルバーナ

ナイルバーナはHR形の構造に適合するよう考案

されたもので,一般の温風暖房機に多用されている

油圧噴射式でありながら,通風方式を誘引通風にし

たもので,構造上の重量のバランスと取り扱いの簡

易化を実現したものである｡燃料油は中央部他端の

排ガスフアン駆動用電動機iこ直結されたギヤポンプ

により加圧供給される(HR-300のみ単独電動枚

駆動)｡

着火は高圧放電(10,000V)による自動着火方式が

用いられ,ノミーナて･こ取り付けられた着火用トラソス

と着火電極により行なわれる｡着火,着火安全制御

は自動的に行なわれ,バーナの火炎検知用にCdSセ

ルが用いられている｡また着火に先だち約30秒のプ

ンパージを行なうよう制御装置が構成されている｡

2･2.3 自動制御装置

囲2 HR 形 寸 法 図

配線で結合すゎば,制御機器箱のスイッチ操作により起動･停止を

行なうほか室温の変化により自動的にON-OFF制御し,室内をほ

ぼ一定の温度に保持することができる｡

2.2.1暖房機本体

図3のようi･こ制御機器箱,温変調節岩詮以外のすべての部分は本

体に取り付け組み立てられるが,搬入,据付桝こ便利なように中

央部分,伝熱管(熱交換器)部分,温風フアンに分割することがで

きる｡また各部の温度差と熱膨張を考慮し不必要な拘束をしない

組合せ構造を採用するとともに,天井への取付用のつりボルトほ

自動制御装置は制御機器箱を中心に,本体に取り

付けられたフアン制御用スイッチとリミットスイッ

チとをあわせたコンビネーションコントロール,バ

ーナに取り付けられたCdSセル,温度調節器などiこより,各電動

機,電磁弁,そのはかの電気回路の開閉を行なうように構成され

ている(図4参照)｡

始動,停止の運転操作は制御機器箱に設けられている押ポタソ

スイッチにより行なうことができる｡

(1)室内温度調節‥ 温度調節器による暖房機燃焼のON-

OFF制御により行なわれる｡

(2)燃焼監制安全制御‥ イブナイトリレー(商品名)がバ

ーナに取り付けられたCdSセルの受光強さの変化をとらえて,

ー25u
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着火,燃焼,消炎を監視し,着火回路の開閉を行なうとともに,

不着火時の安全を保つため着火開始後一定時間(約15秒)内に

着火が行なわれない場合には燃焼制御回路を開放する安全スイ

ッチをもっている｡安全スイッチは手動復帰を必要とし,燃焼

系統の事故を防止する｡

(3)フアン制御: フアンスイッチにより燃焼開始後,棟

内の空気温度が上昇してきたのち,温風フアンを運転し,冷風

の吐出によるコールドドラフトの防止を行ない,また燃焼停止
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し,熱の有効利用をはかるとともに余熱による事故の防止を

する｡

(4)リミット制御: フアンスイッチと同一の空気温度を検

出し,その温度が異常な高温となったときむこほ燃焼を停止し,

温風温度の過上昇および熱交換器その他の部分の過熱による事

故を防止する｡またこのほかに温度ヒューズが設けてあり,過

熱が極度に進行することを二重に防止している｡

ユR STこ1

㌣Rくり

○に

ト‥

左方f≡上を往3

+

51Ftミ.51FI+

52B

52FRL

52H

mノIB

CdS

かIFfミ.加IFL

HL

IT

HO

名称5A

ヒューズ

ルームサーモスタット

チエソリレー(パーナ)

オイルヨウデソジペン

オイルサーモスタソト

ファンスイッチ

‡表壷謡警望用
‡晶毒蒜嘉整髪雫R.L二･
‡ご;言菅野警ワッェ

‡三妄言警警警男ッチエR.L)

‡≡妄言≡て芸ヲソテ
ノミ-ナ電動傲

フォトセル(CdSニ

フアン電動磯(R.Ll

ハイリ ミ ット スイッチ

着火トランス

オイJンてニー タ

記 号l 名 車)こ

響m㈲認諾…鼠貰m粥HP
PS(

P

S

国4 HR-80,150･ソ 十

(:卜り′ノ=11.24

9▲78リ1

8.61･ウ′

HR-150(60t､三

IiR-80(冶0｢■三

100 200 300 400 500

(てこ)

5 亡.一二

岡5 各 機 種 要さ卜私事

3点押+てタンスイフ･ニ

パイロットラン丁

(自
′

一′`ミ､
しぅ‾ヱ

し奉､
イブナイトリレー

過熱防止用温度ヒニー′て

制御電源トランス

シリコンパルス素子
コソアン+†

抵 抗

リレー (1)

リレー (2:二

シリ

シリコン整淀素子
安定スイッエ

安全スイッユニーJご

‾ナー ミ ス
て

インノて-ロ･,′

ンー＼■･-
′て

ゴ
ー蛍

1.2

1.4

1.6

1.さ

2.0

3.0

L

150

､廿川-=60｢二)-
iこ:し｢空小汀･■絹0■_二:･-一一
l

唐草三1
■二･く′≡-_､/.

ノ

.公､･ウノ､::二･ホ1'

11【1

1,【 3屋
⊥■2､山

〉.jノーーーJ

空こ≡ヱL_1

=lI-l.′ヌ ノ

0.51【l

(HR-150,60c/sレつとき)

[当6 氾吼吹!=汁鞋態

表2 暖 房能 力 試験毒Ji駕 例

さ…ユ嵐77

10汀1..･･べ

8rIl.′′s

番号

l
､
ソ
】

へJ

-
ヰ
一
っ

6

【`

史U

ハソ

ハU

油

i1日

油

油

測 定 項 目

HR-80K

50c′′sl60c/s

圧:kg/ctl12

立:り11
温:℃

韮!kg/h
発 熱 量≠ kcal/h

ダンパー関空*.

排ガス温度!℃
効 率■ プg

こ1一ラ ットimmAq

温風温度上昇l℃

9
1
0
3
1
8
･
1
e
6
9
朗
一
1
6
6

5

1

00

8
1
U
3
1
8
･
2
@
5
0
8
7
一
1
5
5

5

1

8

HR-150K

50c.′/s ∃ 60c/′s

6
川
3
0
1
4
,
0
白
3
6
9
0
+
G
1

5

1

5

6
1
9
3
1
1
5
･
0
辞
2
7
9
〇
一
2
5
1

け
(
U

l▲

5

HR-300A

50/′60c/′s

16.5

37.3

25

3:三.6

329,Ol)0

昏

177

S9.5

-1.4

じ4

メェメーンパ朋度:工∈)で68プg㊥で45グJであるコ

叫2(うm



日 立 天 井 つ り 形 温 風 暖 房 枚 HR 形 と そ の 特 性 125

5

05

∧U

<U

口
召
＼
ご
っ

ー ＼駕､×.
′

仏

810 20 30 40

--Ⅹ/′uo

(a)i温 風 ごエ 淀

β

さ

1.0

0.5

0.1

0.05

＼

＼
◎ ＼

捌く＼い､
＼

◎

＼

＼
～
､

1
研
P
-

810 20 30+0

--･Ⅹ佃J

(1))風 辿

囲7 温風温度および風速の計算値と実測値の比較

ただしHR-150,60c/S運転の場合を示す
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凶9 室内湿度(床上1.5mにて)

ニヒだし両端の測定は壁面より0.5m誇柑Lた点での値を示す

3.性 能

3.1暖房機性能

(い 暖房放熱畳

表2に放熱量試験の島㌧果の例を示す｡図5はこのときの緋サ

ニぺ温度と熱効率の関係を図示したものである｡排ガス測定による

効率は約町ヂgである｡一般の温風暖房機が80～85%の効率しつも

のであるから,HR形温風暖房機の効率がすぐれていることう;わ

かるJ

(21温風吹汁け‡姓

図るiこ吹出ジェットの流速,温度分布の一例としてHR-150しつ

60c.ノs運転の値を示す｡この図は温風暖房機が壁から十分離れ,

すき問風などの温風の流れを偏向させるような強い室内通風のな

い部屋内に,温風降下限界よりやや高い位置に設置させたときに

相当している｡またこの図は暖房模本体の長手方向軸に直角な断

面であって,温風フアンの回転方向によって吹出流の軸扱が鉛直

表3 HR形許 容 つ り 高 さ

許容つり高さ(単位m)

＼
HR-80

HR-150

HR-300

50cノs

4～7.5

5～9

60c/s

4～9

5～10.5

7一}12.5

吹出グリル取付のHR形最適つり高さ(単位m)

＼＼＼+ 50c′s

HR-80】4～6･5
HR-150

HR-300

5～8.5

60c/s

4～7

5～9.5

7～11.5

線よりやや傾いていることが現われている｡図6に直交して吹出

流の軸線を含む断面での分布は国中温風フアンよりの吹出流の軸

線の右側とほぼ等しい分布で軸線の内側に分布することも確認さ

れた｡

一般に非等温鉛直吹き降ろしジェットの中心線上の速度,温度

の計算式(a)(4)として次式が用いられる｡

l′㌔_ ∬

lち 方

刀0

il一竺皇軍ト
+才方_ 0.83ガ

+才0 ズ

‾瓦‾
il-
1.9β｡

皇軍‡‾喜
1ノ㌧:非等温流吹出気流の中心速度

l･ノも:1次空気の吹出速度

∫:吹出口中心よりの距離

.‥…(1)

‥(2)

β0=ヽ･ノ(4/'汀)Ao

J40:ノズ′し,ダクト端の吹出口面積

∬:吹出 口 走数

β0:浮 力 係 数

+才.T:非等温吹出気流の中心温度差

+才0:才≠～′0,1次空気の温度差

≠∫:周田温度あるいは室内の温度

わ:1次空気の温度
-‾ワニー⊥l

しナ

ごめて⊃0

図7(a),(b)に(1),(2)式による計算結果を破線で示した｡

計昇値と測定値に全般的iこ相違があり,とりわけ温度のほうが差

ニラミ大きい｡この理由として,前式が完全なノズルによる試験結果

三次元解析によってできた式であり,この暖房枚の場合の温風フ

丁ンの吹き出し口との差があり,前式中の∬,∂0のとり方に問題

:う;あること,および吹出軸線に傾きがあることがあげられる｡図

7(b)のl㌔ノlちでは到達速度記録がはぼ計算値とよく一致して

いることから,Jf∬/Jわの差は予想軸線の相違が主因と考えられ

る｡さらに軸線の傾きによる浮力の作用により速度軸と温度軸に

差が出ていることも大きな原因であると考えられる｡

3.2 実 用 性 能

(1)上下方向の温度分布

図8に全室完全暖房の状態で床上1.5mの温度を約16℃i･こ保

った場合の,吹出ジェット気流iこ関係のない中間地点での上下の

温蜜分布を示す｡図中破線で示した値は一般の強制温風暖房の場

合についての温度分布何である｡床付近の急こう配が緩和されて

いることがわかる｡一般の温風暖房ではこの上部高温度空気の熱

が天井などからの熱源えいによって消費されてしまうことを考え

ると,HR形温風暖房棟の上部空気吸込再循環の効果と合わせ大
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きな効果を期待することができる｡

(2)平面温度の分布

HR形温風暖房機を全室暖房の状態にて,許容最高位置に設置

した場合の床面上1･5mの位置での温度分布を図9に示す｡この

ときの室温調節器の設定は16℃であり,ほぼ均一の温度が得ら

れた｡

3･3 設置高さの許容範囲

表3はその値を示したものである｡上限を越える高さでは温風が

床面上まで十分到達しない｡また下限以下の高さでは特殊付属品の

吹出グリル付の場合,吹出口下部周囲に強いドラフトが残り不快感

を与える｡

評 論 第50巻 第2号

4.結 口

天井つり形温風暖房機HR形は,ダクトと熱交換器を兼ねた構造

であり広範朗を効率よく暖房することができる｡この長所と経済性

と相まって今後ますます発展普及する製品として期待できる｡デザ

イン,取扱操作,安全装置,熱効率など機能全般および暖房効果に

関して慎重な検討を杭み重ねてきたが,本棟がさらに.■古く普及し環

境衛生が十分改善されることを念願する次第である｡
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